
会議名

開催日

開催時間

開催場所

出席者

運営推進委員

その他

職員

議題

利用状況報告 利用状況報告　　R5.4月末現在

【小規模多機能かたぎはら】　

3月実績　　登録25名(内5名入院中)　実利用20名

介護度 支援2 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５

男性 0名 0名 1名 2名 1名 0名

女性 0名 3名 6名 3名 4名 0名

利用回数

訪問　677
回

通い:延べ
327回

泊り:延べ
82回

4月実績　　登録　25名(内4名入院中)　実利用21名

介護度 申請中 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５

男性 1名 0名 1名 2名 1名 0名

女性 2名 2名 6名 3名 3名 0名

利用回数

訪問:延べ
591回

通い:延べ
287　回

泊り:延べ
72　　回

連泊者　2名

（介護者の入院、退院後の経過があまりよくない）

（転倒骨折後、在宅での生活が難しく、施設入所までの待機）

過少サービス（週4回未満の利用者）　なし

柿迫　稔夫　　　　（小規模多機能かたぎはら・グループホームかたぎはら施設長）

岩崎　由香里　　 （小規模多機能かたぎはら・グループホームかたぎはら副施設長）

野原　孝彦様　　　（西京区社会福祉協議会　事務局長）

山岸　　敦様　　　 （高齢サポート西京南部　社会福祉士）

福田　啓子様　　　（グループホームラポールしらかば　所長）

大橋るみ子様　　  （グループホームラポールしらかば　主任）

議事録
令和5年度第1回運営推進会議

令和5年5月26日

9：30～11：30

西京ふれあい地域福祉センター　2階　地域交流室

→新規利用の問い合わせ状況の確認があった。

　3名の問い合わせがあるが、入院中等利用申請には至っていない

→承認いただいた

小石　敦子様　　　（樫原学区社会福祉協議会　会長）

棚橋　和代様　　　（樫原学区民生児童委員協議会　会長）



【グループホームかたぎはら】　R5.4月1日現在

入居者数　　14名（男性1名・女性13名）　

介護度 要支援２ 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

男性 0名 0名 0名 0名 1名 0名

女性 0名 5名 3名 4名 1名 0名

活動報告 活動報告　　R5.3‐4月　　　別紙参照(広報誌参照)

【小規模】

①　ひな祭りレク

➁　梅見物ドライブ（大原野）・お花見ドライブ（嵐山）

③　シオンマルシェへの参加

④　誕生日会

⑤　ベランダ園芸（野菜作り）

⑥　オンラインレクレーション（大正琴）

【GH】

①　ひな祭りレク（ペットボトルボーリング、手作りひな人形・撮影・ひし形ゼリー等）

➁　お花見散歩・ドライブ（近隣公園・小畑川公園など）

③　シオンマルシェへの参加

④　誕生日会

⑤　おはぎ作り

⑥　誕生日会

⑦　選挙投票

⑧　公園体操（ほんわか広場への参加）

⑨　季節の献立（たけのこごはん）・ご当地メニュー（北海道ちゃんちゃん焼・秋田きりたんぽ鍋）

事故報告 事故・ヒヤリ・苦情報告　　

【小規模多機能かたぎはら】

事故 ヒヤリ 苦情

3月 4件 1件 0件

4月 7件 3件 0件

【事故】転倒2件　物損2件　食事に関する事3件　訪問時1件　服薬2件　入浴時1件

【ヒヤリ】食事に関する事３件　服薬1件

【グループホームかたぎはら】　

事故 ヒヤリ 苦情

3月 9件 1件 0件

4月 4件 4件 0件

【事故】転倒5件　物損3件　原因不明内出血3件　　服薬1件　擦過傷1件

【ヒヤリ】転倒予防4件　服薬1件

→広報誌等を利用しご説明させていただいた。　

→利用申請状況の確認があった

　3名の申請があり、6月7月で入所予定であることを伝えた。



委員会活動 身体拘束適正化委員会

4月5日（水）に実施した新任研修の内容について

6月15日（木）実施予定の「身体拘束」に関する内部研修について

虐待防止委員会

6月1日（木）受講予定の外部研修「高齢者虐待」について。

また、その後の職員の取り組みについて

サービス評価 小規模多機能サービス評価結果について

4年度サービス評価結果の「改善計画」について

令和4年度分の外部評価が4月27日（木）に京都ボランティア協会により実施されました。

（評価機関数が減ったことと、コロナウィルス関連で実施日が遅れました。）

その他

1　地域交流イベント　「ひなまつり」

2　どんぐり日記

3　認知症研修

4　龍淵寺プチ講座

5　シオンマルシェ

6　地域交流イベント「母の日」　

7　大原野よもぎ倶楽部

→いつも色々な取り組みをされていて積極的に活動されている、と意見頂いた

→コロナ禍ではあるが、積極的に地域交流に取り組んだことに良い評価を頂いた。

地域交流、内部研修等について別紙で説明させて頂いた

→身体拘束は難しい課題だが常に考えることが大事との意見を頂いた

→身体拘束が虐待につながるのでスピーチロックなど見直しが必要と感じるとの意見を頂いた

→総括表の確認していただき承認を頂いた。ホームページで公表予定

　ホームページで公表予定


